
医療現場における 
５Ｓ活動への取り組み 



メディカル‐５Ｓ活動への取り組み 

当たり前のことを当たり前に実行する 

簡単なようで難しい 

「あいさつをきちんとできる」 
「使用したものは必ず元の位置に戻す」 

「時間を守る」 
「約束したことを確実に果たす」 

◆５Ｓとは 



◆５Ｓがその職場のモラールを表す 

モラールとは・・・職場への帰属意識という意味 

５Ｓはその職場のモラールを反映している 

職場への帰属意識の高さが、５Ｓの状態にあらわれる 

５Ｓが徹底されている職場のメンバーの仕事へのやる気や意欲は高い 

仕事や職場への満足感が高くなければ５Ｓは徹底できない 

逆に言えば 



５Ｓの状態が管理のレベルをあらわしている 

◆５Ｓが職場の管理レベルを表す 

管理を実施するための大切な条件 

情報の整理・整頓ができているか否か 

管理に必要な情報がすぐに取り出せる 
分かり易い状態に表示されている 

徹底できていることが必要 



◆５Ｓは習慣化し、定着化させることが大切 

短期的な瞬間風速での５Ｓは、５Ｓを実施しているとは言えない 

習慣化とは・・・ 
どんな面倒なことでも、そのことを実施しなければ 

「落ち着かない」「なんとなく不自然である」というレベルになっている状態 

習慣化することによって５Ｓは定着化する 


	医療現場における�５Ｓ活動への取り組み
	メディカル‐５Ｓ活動への取り組み
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5

